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蕁麻疹・卵巣嚢腫・甲状腺機能の低下を治療された方。 
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 私は幼い頃より疲れがたまると蕁麻疹がよくでました。学生時代には日光に

当たると痒みが出るようになり、社会人の頃は寒い所にいると痒みが出る時も

ありました。当時皮膚科を受診し、処方され薬を飲みました。痒みは消えまし

たが顔がむくみ薬は怖い物だと初めて感じました。その後、結婚を機に転居し

た頃より花粉症の症状が出始め、春は鼻への抗アレルギー薬、夏は日光蕁麻疹

（松本先生はそんな病名はなく、ヘルペスだとおっしゃいましたが）に対し、

抗アレルギー薬を飲み対処療法を繰り返しておりました。 

 ４年前、私は一生薬を飲み続けるのか、他に何か良い方法はないかと考える

ようになりました。親類に私よりひどい花粉症で悩んでいた方が漢方薬を飲み

症状が改善されたと聞き、思いきって松本医院に通いました。 

 医院の印象はホームページの手記で皆さんが言われているのと同じでした。

私自身、漢方の香りは好きなので抵抗はなかったです。先生に今までの状況を

お伝えしました。「原因はヘルペスだ。必ず治るからリバウンドは覚悟してや。」

とのお話を頂き帰宅しました。漢方薬を飲み始め１０日後、顔にぶつぶつがで

き通院すると、「これはリバウンド。ヘルペスの値も高い。今、体が戦っている

のだ。」と言われ安堵したのを覚えております。正直、２週間分の薬を１ヶ月か

けて飲んだり、何ヶ月かあく時もありましたが、４年目の春、花粉症の症状は

出なくなりました。職場でいつも大きなくしゃみの連続だった私がケロッと過

ごしているのを見て、皆驚いていました。 

 途中、体の不快があり、近医受診後、松本医院に通った事が２回ありました。

子宮より多量の出血が続き、卵巣嚢腫の診断、ホルモン剤を飲み、小さくなら

なければ手術と言われましたが、漢方薬で改善。「怖くて薬が飲めませんでし

た。」と先生にお話しした所、「正しい判断だ。」と褒めて頂きました。口唇のヒ

リヒリが治まらず、先生の元へ。口唇ヘルペスと診断され、漢方薬で治まりま

した。 

 ここ１年程、動悸、むくみが続き、甲状腺機能の低下がわかりました。実母

が同症状で薬を飲んでおり、できたら飲みたくない私は、再び松本医院へ向か

いました。処方頂いた漢方で少しずつ改善されております。 

 松本先生有難うございました。これからもよろしくお願い致します。 


